
修士論文 (要旨) 

2009 年 7 月 

 
 
 
 

感謝と謝罪をめぐる日西対照研究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導  青山文啓 教授 

 

 

国際学研究科 

言語教育専攻 

207J4008 

清水慶子 

 



目 次 

 

はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

第 1 章 データの概要と分析方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

1.1 日本語データの要約･･････････・････････････････････････････・・・・・・・・･････・・・・ 2 

1.2 スペイン語データの要約・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 5 

1.3 データ：表記の原則と「話し手」の認定について･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・････ 6 

1.4 分析の対象と方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･・・ 7 

第 2 章 スペイン語の相手を指す代名詞および動詞の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

2.1 相手を指す代名詞について････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

2.2 命令形について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 9 

2.3 スペイン語の命令形･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

第 3 章 呼びかけについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

3.1 呼びかけの機能および日本語における呼びかけ･････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

3.2 多様なスペイン語の呼びかけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

第 4 章 スミマセンの各機能について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

4.1 スミマセンの 3 つの機能と使用条件・・・・･････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

4.2 社会的関係，上下関係を反映する「注意喚起」の機能･･････････・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

4.3 「前置き」の表現 依頼と質問を中心に･････････････････････････････････････････・ 35 

4.4 「謝罪」の機能 自由意志か強制か･････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

4.5 「感謝」の表現･････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 

4.6 申し訳なさを表す「恐縮」の機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78 

まとめ･・・・・・・・・・・・・・・･････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90 

 

参考文献 

資料 

 



1 

要旨 
 本研究では，日本語のスミマセンが持つ 3 つの機能である注意喚起，感謝，謝罪と，それ

に関連する，呼びかけ，依頼，命令といった項目を扱い，感謝と謝罪における日本語とスペ

イン語の違いを比較対照していく。 
 スミマセンを使用する条件は，[Ⅰ]話し手と聞き手の社会的関係がソトであり，[Ⅱ]話し手

と聞き手の間に上下関係が存在するという 2 点である。社会的関係とは，話し手と聞き手の

間に存在する心理的な距離のことを指し，ウチ/ソトの 2 つに分ける。ウチは，家族や親しい

友人，恋人などのごく親しい人々を指し，ウチの関係以外の人全てが話し手にとってソトの

関係となる。また，上下関係とは，場面における役割の違いであり，目上/同等/目下という 3
つの基準で表す。先行研究を元に仮定すると，話し手と近い距離にいるソトの聞き手への配

慮が大きく，スミマセンが多く使用されると考えられる。この社会的関係，つまり聞き手と

の距離は，日本語とスペイン語において非常に異なる。日本語の行動規範は他者との距離を

保ち，近寄りすぎないことを重視する。一方，スペイン語では日本語とは対照的に，他者と

の距離を縮めより親しくなることを重視するからである。 
この差は特に呼びかけにおいて顕著である。日本語では，できるだけ相手に呼びかけるこ

とを避ける。一方，スペイン語では繰り返し相手に呼びかけることで相手への親しみを表し，

謝罪や依頼という，聞き手にとっても話し手にとっても負担となる場面で効力を発揮する。 
 注意喚起の目的は，話し手が自分の存在を伝え，行動を遂行するために，聞き手の注意や

感心をひくことである。その際，スミマセンは,話し手の周囲に聞き手の候補が存在する場合，

しない場合のいずれにも使用される。話し手と聞き手の社会的関係により，話し手は注意喚

起の方法を選択する。すなわち，日本語であれば，聞き手の名前やタイトルを呼ぶ，呼ばな

いという選択であり，スペイン語であれば，動詞の人称の選択である。それぞれの選択には，

社会的関係や上下関係，話し手の置かれた状況が影響を及ぼす。 
 注意喚起の後，聞き手にとって不快な状況を提示する場合，話し手は「前置き」を使用す

る。依頼を例に見ると，聞き手の負担を認識し配慮するという点では，両言語に大きな差は

見られない。ソトの関係である聞き手への依頼では，日本語では前置きが使用される。スペ

イン語では条件法が使用され，理由が述べられる。しかし，相手へのアプローチには違いが

見られる。依頼を遂行するために，日本語は前置きを使用し「負担をかけて悪い」と自分を

低める。反対にスペイン語では，理由を述べることで相手の理解を求め，呼びかけや，“por 
favor”「(直訳)お願いします」を使用して相手を高める。一方，ウチの相手とは，それまでの

交流の蓄積からこうした配慮表現が少なくなるのは，日本語もスペイン語も共通である。ま

た，データからは，依頼や個人的な質問以外にも，相手の勧めを断る際などに，日本人は聞

き手の迷惑を推論し前置きを使用することがわかる。 
 謝罪においても依頼と同様に，相手へのアプローチで差が現れる。日本語では，「形式だけ

の謝罪」であっても，まず謝罪をすることが求められる。謝罪の表現を使用し，自分を低め

ることで，相手の許しを得ようとする。一方，スペイン語では謝罪表現とともに使用される

のは，呼びかけ，理由を述べる，相手の有能さや重要性を伝えるといった方策である。スペ

イン語では依頼と同じく，相手を高め，相手におもねる傾向があると言っていいだろう。 
感謝と恐縮の場面においては，日本語とスペイン語で大きく異なる。聞き手の行動により，

話し手に利益がもたらされると，日本語の話し手は，相手に対する感謝と，申し訳ないとい

う借りの気持ちを持ち，恐縮する。感謝にはアリガトウを使用し，恐縮にはスミマセンを使



用する。しかしスペイン語においては本研究のデータを見る限り，感謝と恐縮をスケールと

して表示する傾向は現れない。 
スミマセンとアリガトウを比較する場合，大切なのは話し手と聞き手の社会的関係である。

スミマセンを使用できるのは，話し手と聞き手がソトの関係という場合であり，アリガトウ

を使用できるのは，話し手と聞き手がウチの関係という場合である。スペイン語においては，

感謝と恐縮の表現に日本語ほど大きな違いは見られない。日本語で恐縮を表現する場面では，

スペイン語ではより強い感謝となり，感謝の表現を重ねる，呼びかけを多用するなどの傾向

がある。こうしたウチとソトの区別は，今回のデータを見る限り，日本語ほどは明確ではな

いようである。 
 全体を通じて言えるのは，日本語話者とスペイン語話者の，それぞれの対人距離の違いが，

言語行動にも影響を及ぼしているということである。近づくことを避け，距離を保つことで

敬意を示す日本語と，相手に親しみを与え，より距離を縮めることを好むスペイン語とで，

同種の場面でも，このような表現の違いが出るのは，非常に興味深いといえる。 
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